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農
業
や
農
業
委
員
会
に
関
す
る
こ
と
は
地
域
の
農
業
委
員
ま
た
は
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
、

　

農
業
委
員
会
事
務
局
へ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ　

北
上
市
農
業
委
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局
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庁
舎
３
階
)☎
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平
成
25
年
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
は
十
分
と
思
い
、

Ｕ
タ
ー
ン
し
て
実
家
の
（
有
）
真
生
畜
産
に
就
農

し
、
令
和
７
年
５
月
、
代
表
取
締
役
に
就
任
し

ま
し
た
。
現
在
、
繁
殖
牛
64
頭
、
肥
育
牛
20
頭
、

育
成
牛
46
頭
、
委
託
牛
63
頭
の
合
計
193
頭
を
飼

育
し
て
い
ま
す
。
経
営
主
と
し
て
、
繁
殖
技
術

の
向
上
の
た
め
に
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
情
報
収

集
し
た
り
、
従
業
員
と
の
信
頼
の
構
築
や
安
定

し
た
出
荷
頭
数
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
は
繁
殖
部
門
で
も
枝
肉
部
門
で
も
賞
を
と

り
た
い
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
北
上

市
内
の
肉
牛
農
家
女
性
グ
ル
ー
プ
「
ビ
ー
フ
レ

デ
ィ
ー
ス
き
た
か
み
」
に
も
所
属
し
、
き
た
か

み
牛
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
経
験

を
活
か
し
て
の
ダ
ン
ス
教
室
や
、
母
校
の
専
修

大
学
北
上
高
等
学
校
で
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の

指
導
を
し
て
い
ま
す
。
家
で
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
夫
と
一
緒
に
９
歳
と
６
歳
の
２
人
の
男
子
を

育
て
る
お
母
さ
ん
で
も
あ
り
ま
す
。
仕
事
に
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
に
家
庭
子
育
て
に
、
常
に
全
力
投

球
の
笑
顔
の
絶
え
な
い
由
衣
さ
ん
で
す
。

（
農
業
委
員　

小
原　

信
正
）
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今
回
ご
紹
介
す
る
き
た
か
み
農
家
さ
ん
は
、

高
橋
由
衣
さ
ん
で
す
。
３
人
姉
弟
の
末
っ
子
と

し
て
生
ま
れ
、
小
さ
い
頃
か
ら
父
の
運
営
す
る

会
社
の
牛
舎
で
毎
日
の
よ
う
に
遊
び
回
っ
て
い

る
う
ち
に
、
仔
牛
に
ミ
ル
ク
を
与
え
る
の
が
何

よ
り
好
き
に
な
り
、
い
つ
か
畜
産
の
仕
事
を
し

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高
校
で
は

吹
奏
楽
部
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
で
全
国
大
会

に
出
場
し
、
卒
業
後
は
東
京
の
実
業
団
チ
ー
ム

や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
活

躍
し
ま
し
た
。



　

み
な
さ
ん
は
、
農
地
と
聞
い
て
何
を
思
い
浮
か
べ

ま
す
か
？
農
産
物
（
米
・
野
菜
等
）
を
作
っ
て
い
る
土

地
と
思
っ
て
い
る
人
が
大
多
数
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
で
は
、
農
地
法
と
は
？
と
な
る
と
、
意
外
と

知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
農

地
法
の
目
的
は
「
農
地
の
保
護
と
維
持
」
「
適
正
な
農

地
利
用
の
促
進
」
「
農
業
経
営
の
安
定
化
」
で
あ
り
、

農
地
の
所
有
は
「
農
業
を
営
む
者
」
に
限
定
さ
れ
、
農

地
を
宅
地
等
に
転
用
す
る
場
合
は
「
農
業
委
員
会
へ
の

申
請
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
農
地
所
有
者
は
「
土
地

を
適
切
に
保
全
し
管
理
」
す
る
責
任
が
あ
る
こ
と
か
ら

こ
の
法
律
を
理
解
し
、
農
地
を
大
切
に
活
用
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
全
国
的
に
不
耕
作
地
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
不
耕
作
地
は
周
囲
の
環
境
に
も
悪
影
響
を
与
え
、

雑
草
や
害
虫
が
発
生
す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
そ
の

解
消
に
向
け
、
農
業
委
員
会
で
は
「
農
地
利
用
最
適
化

活
動
計
画
」
を
作
成
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　

　

農
家
で
な
い
方
で
も
農
業
に
興
味
を
持
ち
、
農
地

に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
、
地
元
農
産
物
を
選
ぶ
な
ど
、

農
業
へ
の
関
わ
り
方
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
の
大
切
な
農
地
を
地
域
で
守
り
、
次
世
代
に
つ
な

い
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
農
業
委
員　

藤
原　

豊
）

　

農
地
は
た
く
さ
ん
の
優
れ
た
役
割
、
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

農
作
物
を
育
て
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
災
害
防
止
、
環
境
保
全
、

文
化
継
承
、
美
し
い
景
観
の
維
持
な
ど
、
多
面
的
機
能
と
呼
ば
れ

る
様
々
な
役
割
を
通
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
一
時
的
に
水
を
た
め
て
洪
水
に
な
る
の
を
防
ぐ
、
土
砂

崩
れ
の
防
止
、
土
の
中
で
有
機
物
の
分
解
を
行
う
、
農
村
の
美
し

い
景
観
を
維
持
す
る
、
気
候
を
安
定
さ
せ
る
、
暑
さ
を
和
ら
げ
る

な
ど
あ
り
ま
す
。
農
地
を
適
正
に
管
理
し
て
い
な
い
と
、
ご
み
の

不
法
投
棄
や
病
害
虫
の
温
床
と
な
り
、
放
置
さ
れ
繁
茂
し
た
雑
木

や
雑
草
は
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
世
間
を
騒
が
せ
る
ク
マ
な

ど
の
害
獣
も
、
こ
れ
ら
背
の
高
い
雑
草
に
身
を
潜
め
て
移
動
し
、

人
里
へ
出
没
し
て
い
ま
す
。
大
切
な
農
地
を
守
る
た
め
、
定
期
的

な
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
り
適
正
な
管
理
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
の
が
農
業
委
員
会
で
す
。
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
農
地

を
守
り
、
次
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
関
心
と

協
力
が
不
可
欠
で
す
。　
　
　
　
　
　

（
農
業
委
員　

髙
橋　

弘
）

　

４
月
15
日
付
で
就
任
し
た
２
名
を
紹
介
し
ま
す
。
任
期
は
令
和

10
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

※
か
っ
こ
内
は
担
当
地
区
を
表
記
し
て
い
ま
す

農
業
委
員

農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員

雑草の繁茂した農地適正管理された農地

高
たかはし

橋　一
か ず や

弥
（口内、東部）

昆
こ ん の

野　勇
い さ お

夫
（口内、東部）

農
地
と
農
地
法

農
地
と
農
地
法

農
地
の
役
割

農
地
の
役
割

新
委
員
を
紹
介
し
ま
す

新
委
員
を
紹
介
し
ま
す

今年度は、農地をテーマにした情報を３回にわたってお届けします。


